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次の結果を得た：
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調査実験解析研究系
          1987／88南氷洋ミンククジラ予備調査解析結果
                                   岸 野 洋 久
 現在IWC（国際捕鯨委員会）で，鯨の資源管理方式が検討されている．資源を安全に維持しだから有
効に利用するためには，まず，資源量を正しく把握することが不可欠である．このため，IDCR（国際
鯨類調査10ヶ年計画）が組まれ，南氷洋において1978／79年から目視調査が行なわれ，現在に至ってい
る．南緯6ぴ以南の海域を経度で6海区に分け，毎年冬（南氷洋の夏）に1海区ずつ調査される．従って，
いま，2ラウンド目を回っていることになる．海区全体が等確率で覆われるようトラックラインをデザ
インし，この上を船が走る．ここからの発見データをもとに資源量は推定される．毎年開かれる科学委
員会で解析結果や方法論が検討され，問題点が指摘され，改良が加えられてきた．資源量の推定法に関
しては，ほぼ意見の一致を見るに至っている（Butterworth et a1、（1987））．
 ところで，資源水準の情報に加えて，出生率，死亡率に関する情報が得られれば，数十年先の資源の
動向が予測できることになり，管理の効率，安全性は大幅に向上すると思われる．出生率，死亡率は，年
齢別の資源量を時系列で追うことにより推定することができる．ミンククジラの年齢は耳垢栓に刻まれ
た年輪を数えることにより決定されるが，従来の商業捕鯨時代においても，捕獲された鯨についての年
齢査定は行なわれている．しかし，漁場が南の水際の高密度海域に偏っていることや，大きな個体を狙
う選択性が働いている可能性があることから，データに置かれた信頼性は低かった．
 1987／88年に行なわれた捕獲を伴う予備調査は，経度方向では東経105。から11デと狭いが，調査海域
